
　受付日：平成　28　年　10　月　21　日

活動名

活動の期日 活動期間

募集〆切

活動の頻度

活動場所

活動への参加者

活動内容

学生に身につくと思われる力をｸﾞﾗﾌに示してください。

〔学生に期待する役割 〕

　南伊勢町の日常生活では気づきにく
い防災上の重要点を、空からの情報に
基づき学生の視点からわかりやすく地
域に伝えることが期待される．またド
ローンで収集された映像・画像資料は防
災のみならず地域資源としての様々な
活用も可能であるので、大学生の第三
者の視点からの斬新なドローン活用ア
イデアも期待される。

学生の参加期待人数 定員：

参加する学生の主催者様による保険加入の有無等について記入ください

移動時の手段や交通費支給の有無等について記入ください

その他

皇學館大学地域課題学修支援室
Tel/Fax：(0596)-22-8542  

活動中の安全管理

活動時の移動手段

　□　有 (                        )　･　■　無　CLL活動に対する大学の保険となります。

公共交通機関・担当者や担当教員の車両および徒歩・交通費支給無

名10

南伊勢町ドローン防災プロジェクト

活動で身につく力

月あたり1回程度

南伊勢町役場および南伊勢町内

CLL活動　申込用紙（実施主体用）

　平成28年　11　月　7　日～　平成29年　3　月　31　日

　平成28年11月1日　※但し，随時申し込み可

　■自治体職員（　６名）　　■市民（約20名）　□その他（　名）　　　　　　

　南伊勢町では、南海トラフ地震による津波への各種対策が進められてい
る。これらの一環として、本プロジェクトではドローンを活用し、特に災害弱者
である高齢者や児童向けの避難行動や防災意識の醸成などを目指す。実
際の実施内容としては以下の2つである。
１）高齢者・児童向けのよりわかりやすい防災マップの構築や地域の自然特
性理解のための資料をドローンによって情報収集する。
２）　１）で収集された地形や集落の構造などの地理学的特性に基づき、災
害弱者向け防災マップやポスターなどの作成とイベント・ワークショップなど
を通じた周知活動への参画。
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C.問題構成力

D.情報収集力・問
題解析力

E.評価力
F.コミュニケーショ

ン能力

G.実行力・解決力

右上にある表に数値を入力するとレーダーチャートが完成します。

(１：該当しない ２：目標としている ３：大いに目指している）


